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株主分布株主分布
10121012名名

社名 株式会社ミューチュアル

会社設立 昭和２４年（１９４９年）２月１４日

代表者 代表取締役会長 三浦 隆

代表取締役社長 三浦 浩一
本社 大阪市北区天神橋７丁目１番１０号

資本金 ６億６９７０万円

社員数 １２４名【連結】 １１０名【単体】

関係会社 ３社

上場 ２００３年６月１２日ジャスダック証券取引所

証券コード２７７３

事業内容

主として、医薬品業界、化粧品業界向けの製剤・包装関連設備

を中心とした産業機械等の改良・製造・販売のほか、

工業用ダイヤモンドの販売、包装資材の製造・販売等

会社概要会社概要

株式分布株式分布
83203208320320株株
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昭和２４年０２月 ■株式会社ミューチュアル・トレイディング設立

昭和２８年０５月 ■工業用ダイヤモンドの輸入販売業務を開始

昭和３８年０５月 ■東京事務所（現：東京支店）を開設

昭和４４年０３月 ■ＬＡＭＰ社との合弁で日伊包装株式会社を設立

平成１５年０４月 ■富山営業所を開設

平成１５年０６月 ■（現）ジャスダック証券取引所に上場

昭和６２年０９月 ■福岡出張所（現：福岡営業所）を開設

昭和６２年１１月 ■東京技術センターを開設

昭和５９年１１月 ■米国ニュージャージー州にＵ．Ｍ．Ｉ社を設立

平成０６年０７月 ■株式会社ウイストを設立

昭和５７年０２月 ■大阪技術センターを開設

昭和５３年０４月 ■静岡出張所（現：静岡営業所）を開設

昭和５８年０４月 ■社名を株式会社ミューチュアルに変更

平成１５年０６月 ■資本金６億６９７０万円に増資

昭和３６年１０月 ■国内での包装機械販売業務を開始

平成１７年０４月 ■株式会社ファーマリード・エンジニアリング設立

平成１１年０２月 ■会社設立５０年

平成１８年０３月 ■コリアパック出展

沿 革沿 革
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２００７年３月期中間決算２００７年３月期中間決算

概況ポイント概況ポイント

・ 前期発生した大口取引先の低採算案件は一掃

・ 売上原価、販管費の削減効果により営業利益率が改善

・ 連結子会社業績も堅調に推移（ファーマリード・エンジニアリング株式会社は

２５百万円の赤字）
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２００７年３月期中間期２００７年３月期中間期

連結 損益計算書連結 損益計算書
（単位：百万円）

０６年３月期

通期

０６年３月期

上期

０７年３月期

上期
前年同期比

売上高 8,063 100.0%

1,520 18.8%

18.8%

－

1.7%

0.5%

1,522
△1
141
46

3，542 100.0% 3，976 100.0%

19.9% 21.5%

18.2%

3.3%

3.7%

1.7%

21.1%

－1.1%

0.7%

－

12.2％

売上総利益 706 856 21.2％

販売管理費 748 723 △3.3％

営業利益 △42 132 －

経常利益 25 151 492.1％

当期純利益 △2 71 －

・売上総利益率が１９.９％から２１.５％に大幅改善（１５０百万円増加）

・販売費及び一般管理費も前年同期より２５百万円減少

・営業利益、当期純利益とも黒字転換
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２００７年３月期中間期２００７年３月期中間期

連結 貸借対照表連結 貸借対照表
‘０６年３月

上期

‘０６年３月

通期

‘０７年３月

上期
増減額

‘０６年３月

上期

‘０６年３月

通期

2,766 2,104

89

962

359

3,516

918

4,434

239

6,921

11,595

89

2,931

1,151

825

7,675

763

22

3,133

3,919

11,595

－

‘０７年３月

上期
増減額

現金及び預金 2,876 2,778 12 支払手形及び買掛金 2,164 2,317 213

受取手形及び売掛金 2,194 2,675 -256 短期借入金 31 107 18

棚卸資産 1,440 1,384 233 前受金 1,057 996 34

その他 1,178 927 102 その他 223    314 -45

無形固定資産 23 21 -1 負債合計 4,356 4,656 222

流動資産合計 7,689 7,765 90 流動負債合計 3,475 3,734 218

有形固定資産 791 743 -20 固定負債合計 881 921 3

投資その他の資産 2,959 3,212 79 少数株主持分 243 （244） （5）

固定資産合計 3, 775 3,977 58 純資産合計 （注１） 6,864 7,087 -

資産合計 11,464 11,743 148 負債及び純資産合計 11,464 11,743 148

－ － － (有利子負債) 31 107 18

（単位：百万円）

（注１）前年は資本合計

・ 総資産は１４８百万円増加 ・ 短期借入金１８百万円増加（実質無借金経営）

・ 自己資本率は５９．７％より５８．２％へ低下 ・ 棚卸資産増加の内、１８８百万円は受注済仕掛品の増加

・ 自己株式は２０百万円（３８千株）増加 ・ 仕入債務の増加は、棚卸資産の増加対応
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２００７年３月期中間期２００７年３月期中間期

連結 キャッシュフロー連結 キャッシュフロー

（単位：百万円）

２００５年度

上期

２００５年度

通期

２００６年度

上期

営業活動によるキャッシュフロー ２２３ △ １１８ ２１０

投資活動によるキャッシュフロー ９ ２３２ △９４

財務活動によるキャッシュフロー △９７ △８９ △１０３

現金及び現金同等物の期首残高 ２，６５８ ２，６５８ ２，６８２

２，６９６現金及び現金同等物の期末残高 ２，７９３ ２，６８２

・営業活動によるキャッシュフローは、棚卸資産増加２３２百万円、売上債権

減少２５６百万円、仕入債務増加２１２百万円

・投資活動によるキャッシュフローは、投資有価証券の取得２０４百万円など

・財務活動によるキャッシュフローは、配当金の支払９９百万円
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２００７年３月期中間期２００７年３月期中間期 セグメント別売上構成セグメント別売上構成

■■ 地域別構成比地域別構成比

■■ 業界別販売構成比業界別販売構成比

■■ 品目別販売構成比品目別販売構成比

2005/9 2006/9 前期比

一連ライン 1，183 1,166 △1.5％

製剤機 426 365 △14.3％

包装機 281 366 29.9％

充填機 212 648 205.4％

検査装置 345 177 △48.0％

部品 408 541 32.7％

修理・改造・調整 390 415 6.6％

工業用ダイヤモンド 230 220 △ 4.3％

その他 67 78 16.4％

合計（全体） 3，542 3，976 12.2％

地域 05/9 06/9 前期比

国内 3，441 3,794 10.3%

北米 2 6 200.0%

アジア 99 170 71.7%

その他 0 6 -

合計 3,542 3，976 12.2%

（単位：百万円）

（単位：百万円）

業界 05/9 06/9 前期比

医薬品・化粧品 3，181 3,703 16.4%

食品 32 40 25.0%

その他 329 232 △ 29.5%

合計 3，542 3，976 12.2%

（単位：百万円）



２００７年３月期
通期業績見通し

代表取締役社長 三浦 浩一
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２００７年３月期通期２００７年３月期通期

通期見通し概況ポイント通期見通し概況ポイント

・ 受注残高が潤沢 期末は過去最高の予定

・‘０６／３月（上期）を底に経常利益好転

期初見込みより増額（２６．６％増） 通期５億円
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２００７年３月期通期２００７年３月期通期

連結 損益計算書 （予想）連結 損益計算書 （予想）
（単位：百万円）

０６年３月期

通期

０７年３月期

上期

０７年３月期

通期
前年同期比

売上高 8,063 100.0%

1,520 18.8%

18.8%

－

1.7%

0.5%

1,522
△1
141
46

3，976 100.0% 9,125 100.0%

21.5% 21.2%

16.2%

5.1%

5.5%

2.9%

18.2%

3.3%

3.7%

1.7%

13.2%

売上総利益 856 1,934 27.2%

販売管理費 723 1,464 △ 3.8%

営業利益 132 469 －

経常利益 151 500 254.6%

当期純利益 71 262 469.6%

・９月末受注残高は５９０７百万円（前年同期比１８．１％増）

・低採算案件がなく通期でも利益率改善

・販管費は通期でも減少する見通し

・株式会社ウイストは経常利益４２百万円へ黒字転換（前期は２７百万円の経常損失）
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関連会社の状況関連会社の状況

（単位：百万円）

２００６年３月期 ２００７年３月期（予想）
売上高 経常利益 当期純利益 売上高 経常利益 当期純利益

日伊包装㈱ 83 44 26 84 13 15

㈱ウイスト 677 △27 △16 650 42 24

ファーマリード・エン
ジニアリング㈱

11 △70 △70 52 △45 △45

ウイスト
日伊包装

「コンテナー」

「自動反転式洗ビン機 ＷＳ－４Ｒ」

ファーマリード・エンジニアリングＨＰ
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受注・受注残見通し受注・受注残見通し
（億円）

２００７年３月期通期２００７年３月期通期

予想

・受注予想は９６．５億円で前期比５．０％増（前期比４．６億円増）

・受注残予想は６５．０億円で前期比８．９％増（前期比５．３億円増）
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２００７年３月期通期２００７年３月期通期 セグメント別売上構成セグメント別売上構成

■■ 地域別構成比地域別構成比 （予想）（予想）

■■ 業界別販売構成比業界別販売構成比 （予想）（予想）

■■ 品目別販売構成比品目別販売構成比 （（予想）予想）

2006/3 2007/3 前期比

一連ライン 2，800 3,527 26.0％

製剤機 626 726 16.0％

包装機 660 870 31.8％

充填機 735 855 16.3％

検査装置 752 655 △12.9％

部品 1，023 1,001 △ 2.2％

修理・改造・調整 702 769 9.5％

工業用ダイヤモンド 478 444 △7.1％

その他 284 277 △ 2.5％

合計（全体） 8，063 9,125 13.2％

地域 06/3 07/3 前期比

国内 7，867 8,826 12.2%

北米 2 6 200.0%

アジア 193 287 48.7%

その他 0 6 －

合計 8，063 9,125 13.2%

（単位：百万円）

（単位：百万円）

業界 06/3 07/3 前期比

医薬品・化粧品 7，092 8,200 15.6%

食品 276 140 △49.3%

その他 695 785 12.9%

合計 8，063 9,125 13.2%

（単位：百万円）
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設備投資額／減価償却額／研究開発費設備投資額／減価償却額／研究開発費
■ 減価償却額の推移 ■ 研究開発費の推移■ 設備投資額の推移
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（単位：百万円）

04/3期 05/3期 06/3期 07/3期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

設備投資額 152 231 6 5 11 9 5 14

減価償却費 60 51 34 36 70 27 25 52

研究開発費 39 29 4 3 7 3 5 8

●設備投資

東京技術センターの移転

04/3期下期 土地購入

05/3期下期 建屋建築

●研究開発費

新規機械の開発

項目

期別

（予想）



当社の基本戦略

代表取締役社長 三浦 浩一
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経営理念経営理念

社 是社 是

私たちは、社業を通じて、社会の発展に寄与し「共存共栄」を

モットーとしてお取引先・株主・社員の豊かな未来を目指します。

ミューチュアル ＝ “ 互いに協力する共存の精神 ”

お取引先の立場になって考え、行動し多彩なユーザーニーズを満たすこ
とで共に発展・繁栄する事を喜びとしております。

社員一人一人が自らの人格を磨き、助け合い・力を合わせて会社の発展
に尽くすと共に社会に貢献する事で企業としての存在価値を見出し、又
各人の幸福を追求してゆくことを念じているのであります。



－１５－

市場・業界環境と当社の対応市場・業界環境と当社の対応

医薬品業界の動向

事業分野の絞込み

機能単位の事業再編

• 大手製薬会社の合併・提携による業界再編が加速

• 薬事法改正に基づく製造委受託の進行

集中と選択

★ エンジニアリング力の強化・一連ラインの推進

★ 技術サービス力の育成

★ メンテナンス部門の拡大

★ 新製品の市場投入による製品・品揃えの充実

★ 海外市場展開のネットワーク・拠点の構築

当社の方向性・スタンス

製販分離
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当社の強み当社の強み

４つの機能の総合力で多様な顧客ニーズに応える４つの機能の総合力で多様な顧客ニーズに応える

生産ラインの組み立てを総合的に
提案・実施。アフターケアまでも含
めた総合的なサポート

輸入機械の改造及び接続部所の改
装を行うとともに、独自開発による自
動機械を製作

最先端の情報を収集するとともに世界各
国に優れた機械、技術をユーザーに提供

総合的生産ラインの提案が可能

事業基盤を支えるネットワーク

万全の技術サポート体制

納入後においてユーザーの要望に即し
た保守メンテナンスを用意、技術サービ
ス体制を確立

エンジニアリング
機能

商社機能メンテナンス機能

開発機能
顧客ニーズに対する個別アジャスト
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委受託による変化(1)委受託による変化(1)

新

旧

大手製薬メーカー

中小製薬メーカー

受注の変化
委託が加速

客先のニーズは多品種生産ラインへ
各大手メーカーからの受託生産であるがため、容器形状が多品種となり、
今後もその傾向が続くため多品種に対応可能なラインが求められる
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委受託による変化(2)委受託による変化(2)

1,166

2,361

2,544 2,925 2,800
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（百万円）

■ 一連ラインの売上高推移（全社）

予想 3，527

’06／３期

通期

’07／３期

上期

’07／３期

下期（予）

’07／３期

通期（予）

受注高 868 886 1，150 2，036

売上高 711 458 882 1，340

受注残 478 906 1，174 1，174

■ (例）富山営業所受注・売上高推移(２００３年開設）

写真２ 写真３



－１９－

得意としているラインの具体例得意としているラインの具体例

錠剤製造包装ライン 貼付剤製造包装ラインブローフィルシール充填包装ライン

打錠工程

錠剤印刷・検査工程

フィルムコーテング工程

レジン搬送関連工程 調練合工程

成形充填工程 展膏工程

検査工程（カメラ） 異物検査工程

ＰＴＰ包装工程

ピロー包装工程

箱詰工程

段ボール詰工程

バッファー装置 裁断・集積工程

ピロー包装工程 四方シール包装工程

箱詰工程 集積箱詰工程

段ボール詰工程

パレット積工程

段ボール詰工程

パレット積工程 パレット積工程



－２０－

新製品の市場への投入新製品の市場への投入

■ 厚生労働省の無菌操作法による無菌医薬品の製造
に関する指針（案）による
エンドトキシンチャレンジテストで９９．９％（３ログ）以上
減少を達成。
従来機では、チャレンジテストで９９．９％（３ログ）以上
減少するのに数時間かかったものが数分にて達成可
能にした画期的な洗浄輸送機

ゴム栓洗浄機：ＡＳ－１ゴム栓洗浄機：ＡＳ－１

医薬品用 ゴム栓洗浄機：ＡＳ－１

高活性医薬品製造設備（封じ込め技術）

■ 近年益々増えつつある抗がん剤、ホルモン製剤、
高アレルギー製剤等、医薬品原料の暴露による
製造従事者の保護及び製造工場の環境保護対
策のために開発された最新鋭機です。

カプセル充填機



－２１－

海外市場・への積極的参入海外市場・への積極的参入
■ ２００６コリアパック（韓国開催）

■ 海外ネットワークの整備
・欧米市場の拠点を選定中
・内製、外製の優れた機械を海外に展開
・海外主要展示会に積極的な出展

■メンテナンス契約実績＆予想

メンテナンス分野の拡大メンテナンス分野の拡大
（契約実績） 契約数 契約金額

２００５／３月期 ４７件 ６４百万円

２００６／３月期 ８７件 １４７百万円

２００６／９月期 ５５件 ９６百万円

２００７／３月期（予） １００件 ２００百万円

■ 総合的生産ラインのアウトソーシングに対応、
受託中堅医薬品メーカーの生産設備保守要
員不足を ターゲットにし、メンテナンス一括
契約の拡大、更なる顧客満足度向上を図る



－２２－

年度 ０３／３期 ０４／３期 ０５／３期 ０６／３期 ０７／３期（予）

配当性向（％） １１．０ １４．６ １１．８ １０１．７ ４０．７

利益還元・資本政策利益還元・資本政策

＊内上場記念配当５円含む
（２）配当性向

年度 ０３／３期 ０４／３期 ０５／３期 ０６／３期 ０７／３期（予）

配当金 １０円 １５円 １５円 １５円 １５円

（１）配当状況

（３）自己株式の取得

２００４年１１月～２００５年３月 ８９０百株

２００５年 ８月～２００６年３月 １,０９９百株 （２,７１５百株）

２００６年 ８月～２００７年３月 １,８００百株 ← 取得予定

（４）単元株の変更

１０００株から１００株へ変更 （２００５年１０月１日より実施）

（５）株式の分割

２００４年５月２０日 普通株１株を１．２株に分割 （９６３,０００株増）

２００５年５月２０日 普通株１株を１．２株に分割 （１,１５５,６００株増）

２００６年４月 １日 普通株１株を１．２株に分割 （１,３８６,７２０株増）



ミューチュアル決算説明会にご参加して頂
きありがとうございました

将来の見通しに関する注意事項

本資料に掲載されている株式会社ミューチュアルの業績見通しについては、現時点で入手可能な
情報に基づいた見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。
そのため、これらの業績見通しにのみ全面的に依拠して投資判断を決定することは避けるようお
願いいたします。
実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得
ることをご理解ください。
実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、当社の事業領域を取り巻く経済情勢、市場の動向、
需給、世界情勢などが含まれます。

お問い合わせ先

株式会社ミューチュアル

取締役総務部長 住中秀和

ＴＥＬ：０６－６３５１－３５２１

ＦＡＸ：０６－６３５７－６１０５

E-MIL：info@mutual.co.jp


